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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

総
合
情
報
科
と
し
て
の
専
門
性 

共通の技術力  

かなり時間がかか
る割りに正確さに
欠け、安全面でも心
配がある。 

時間はややかかる
がある程度正確で、
安全面ではほぼ心
配ない。 

標準的な時間内で、
他者に配慮し正確で
安全な作業が行え
る。 

素早くかつ正確な
作業を行い、他者へ
も指導ができる。 

短時間で極めて正
確かつ安全に作業
し、他者への的確な
指導ができる。 

き
た
る
べ
次
期
社
会
（S

o
c
ie

ty5
.0

）
は
、「
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
す
る
、
人
間
中
心
の
社
会
）」
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
・
維
持
管
理
・
拡
充
に
は
、
社
会
の
隅
々
ま
で
一
定
の

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
有
し
た
（
特
に
若
い
）
人
材
が
行
き
渡
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
人
材
こ
そ
が
本
校
の
目
指
す
べ
き
生
徒
像
で
あ
る
。 

情報デザイン 

系列 
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定 
 

４
級 

プ
ロ
フ
ィ
シ
エ
ン
シ
ー
検
定
４
級 

色彩・デザイン検定等

３級１種目取得基礎

製図検定 

計 

算 

技 

術 

検 

定 
 

３
級 

色彩・デザイン検定等３級複

数種目取得 

ACA１種目取得 

色彩・デザイン検定等

２級を含む複数種目取

得 
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー 

ブ
ロ
ン
ズ 

ACA 複数取得 

色彩・デザイン検定等

１級を含む複数種目取

得 ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー 

シ
ル
バ
ー
以
上 

情報テクノロジー 

系列 

 情報技術検定3級1

種目以上取得 

MOS ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ１種目以上 

NWA ｾｷｭﾘﾃｨ 

情報技術検定２級 1 種目

以上取得 

NWA-RS1 修了 

MOS ｴｷｽﾊﾟｰﾄ１種目 

IT パスポート取得 

工事担任者 DD３種 

CCENT 以上 

MOS ｴｷｽﾊﾟｰﾄ全種目 

電気システム 

系列 

 基礎製図検定  第２種電気工事士 

工事担任者 DD３種 

第１種電気工事士 

工事担任者 DD・AI

総合種 

機械システム 

系列 

 基礎製図検定 機械製図検定 

 

２次元CAD 利用技術者試

験（基礎以上）取得 

 

３次元 CAD 利用技術者

試験（２級）取得 

機械加工技能士（普通

旋盤作業３級）取得 

ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
観
点 

読解力・対話力 

教科書の文章を読んで、その内容の

かなりが理解できない。 

様々な状況や環境で適切かつ効果

的な対話法が示せない。 

GTEC can-do statements 

Grade1 程度の英語力がない 

教科書の文章を読んで、その内容を

ある程度理解できる。 

様々な状況や環境で適切かつ効果

的な対話法の兆候をわずかに示す。 

GTEC can-do statements 

Grade1 程度の英語力 

教科書の文章を読んで、その内容を

概ね理解できる。 

様々な状況や環境で適切かつ効果

的な対話法をある程度示す。 

GTEC can-do statements 

Grade2 程度の英語力 

教科書や専門書の文章を読んで、そ

の内容をほとんんど理解できる。 

様々な状況や環境で適切かつ効果

的な対話法の証拠を十分に示す。 

GTEC can-do statements 

Grade3 程度の英語力 

高度な専門書の文章を読んで、その

内容を十分理解できる。 

様々な状況や環境で適切かつ効果

的な対話法のを十分に示す。 

GTEC can-do statements 

Grade4 程度の英語力 

協調性 

ほとんどの場合、対立を生むような

態度を取り、他のメンバーの意見に

耳を傾けることも、対立を理解しよ

うとすることもめったいない。 

多くの場合、対立を生むような態度

を取り、他のメンバーの意見に耳を

傾けることに消極的で、対立を解決

するのに苦戦する。 

対立に対する迅速な解決策を模索

するが、与えられた業務を終わらせ

るだけにとどまり、対立の解決策の

提示に、両者の立場を考慮しない。 

他のメンバーの意見に耳を傾け、対

立を理解することで対立の前向き

な解決策を模索するが、常に先を見

越して対立解決を図る訳ではない。 

他のメンバーの気持ち・悩み・意

見・考えに耳を傾け、正しく認識し

た上で、対立に対して利害が一致す

るまで共通の解決策を模索する。 

分析的思考 

結果を招いた原因を一切特定しよ

うとせず、問題に対して解決策を考

える際に一切ブレーンストーミン

グをしない。 

結果を招いた原因のいくつかを特

定し、いくつかの解決策へのブレー

ンストーミングを行うが、各ﾒﾘｯﾄ・

ﾃﾞﾒﾘｯﾄの評価は行わない。 

結果を招いたいっくつかの原因を

特定し、１つの解決策でブレーンス

トーミングを行いﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄの評

価は行う。 

結果を招いた様々な原因を特定し、

１つの解決策に絞る前に２つでブ

レーンストーミングを行い、各ﾒﾘｯ

ﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄの評価は行う。 

結果を招いた様々な原因を特定し

た上で、慎重に１つに絞る。実行可

能な解決策を慎重に１つに絞り、ﾒ

ﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄの評価とテストを行う。 

ｾﾙﾌ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

質問をせず、学ぼうという意欲がな

い。仕事の遂行やタスクの実行につ

いて常に注意喚起が必要で、一人で

仕事をさせると完遂できない。 

仕事の遂行やタスクの実行につい

て注意喚起が必要なことが多く、一

人で仕事を完遂できるが常に完全

ではなく、水準も低い。 

仕事の遂行やタスクの実行につい

て注意喚起はめったに必要なく、一

人で仕事を任せれば確実に完遂す

るが、その質はあまり気にしない。 

常に仕事に取り組み、予定通りに完

遂する。生部ことに意欲的で意識が

高く、まず自分で複数の方法を試

し、必要によって他者へ質問する。 

常に仕事に取り組み、予定通りに完

遂、質の向上のためにあらゆる取り

組みを行う。他者への質問の苗に、

自身での解決に向けた努力をする。 

好奇心 

継続的に登校するが、学校での活動

（学習、生徒会活動・部活動、学校

行事）に関心がなく、働きかけにも

応じようとしない。それ以外で、自

分が関心のあることにだけ反応し、

行動する。 

継続的に登校し、働きかけにも応じ

て学校での活動（学習、生徒会活

動・部活動、学校行事）に目を向け

て活動するが、それ以外で、自分が

関心のあることに気持ちが傾きが

ちである。 

継続的に登校し、学校での活動（学

習、生徒会活動・部活動、学校行事）

に対して、相応な関心を持って活動

する。それ以外で、自分が関心のあ

ることに気持ちが向くが、上記の活

動が基本となっている。 

積極的に登校し、学校での活動（学

習、生徒会活動・部活動、学校行事）、

特に専門科目に強い関心を持って

活動する。それ以外で、自分が関心

のあることに気持ちはあるが、上記

の活動が中心となっている。 

積極的に登校し、学校での活動（学

習、生徒会活動・部活動、学校行事）

のすべて強い関心を持ち（特に専門

科目）、新たな関心事を自ら見出す。

それ以外で、自分が関心のあること

にも相応に対応する。 

動機づけ 

自己改善の意識がなく、課題に取り

組むに当たってのサポートをうけ

ようとしない。失敗から学ぶことが

できると言う考えにいたらず、再チ

ャレンジしない。 

理屈では自己改善ができると思っ

ているが、他者がそのためのサポー

ト等を提供してもほとんど受け入

れようとしない。成功よりも失敗の

方に目が行く。 

他者のサポート等を受け入れて課

題克服をしようとする。失敗位から

学ぶ意識はあり、自分が向上するこ

とでほとんどの困難は克服できる

と考える。 

課題克服のためのサポート等を自

ら探り、自分の弱点や強み、どうす

れば自己を発揮・改善できるか、多

くの場合内省でき、失敗に対して再

チャレンジする。 

困難に直面すると常に積極的にサ

ポート等を探し、自分の強み、どう

すれば自己を発揮・改善できるかを

積極的に見つけ出し、状況を自分で

管理できるように努力する。 

ﾘｰﾀﾞｰ性・責任感 

チームの活動に参加せず、メンバー

の動機づけ・励ましをせず、多様な

考え方の価値をまったく認識しな

い。 

チームの活動には参加するが、メン

バーの動機づけ・励ましをせず、多

様な考え方の価値をほとんど認識

しない。 

チームの活動に参加しチームをま

とめる助けをしするが、メンバーの

動機づけ・励ましをせず、多様な考

え方の価値をあまり認識しない。 

チームの活動に参加しチームをま

とめる助けをし、かつメンバーの動

機づけ・励ましもするが、多様な考

え方の価値を確実には認識しない。 

チームの活動に参加しチームの形

成とまとめを主導してメンバーの

動機づけ・励ましもし、多様な考え

方の価値を確実に認識する。 

【生徒／学校の現状】 

現在は若年労働力が求められており、本校の就職希望者も、選びさえしなければ、
卒業後どこかに就職できる状況にある。しかし、自らの専門性を活かせる職がな
かったり、あったとしても選考方法（筆記試験等）への未対応などのため進路実
現がならず、半ば不本意入社の者もいる。さらに、就職先を決める段階になって
培ってきたスキルとはまったく関連のない業務を選択すると言った状況も見られ
る。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

卒業後（部門によっては専門学校等での就学の後）、自己の専門的なスキルを発揮できる企業に就職し（＝正規雇用され）、入社後は常に時間とコンプライアン

スを意識し、OJT 等を受けながら培ったスキル及び責任感を発揮して、ほぼ即戦力として業務に携わり、また、組織の一員として適切なコミュニケーションで

他者と協調する。その際は、国際感覚を発揮し、英語による交流等を積極的に行う。また、やりがい・生きがいを持って職務を遂行するとともに、自己啓発を

含めてスキルアップを続け、後進を育成する立場となって組織力の向上の一翼を担い、企業活動を通じて日本経済・世界経済を支える人材となる。 

【教育目標】 

①人権尊重の精神をふまえ、誠実で協調性に富む人を育てる。 

②個性を伸ばし、独創性豊かな人を育てる。 

③勤労をたっとび、努力をおしまない人を育てる。 

④進歩する工業技術・情報技術に対応できる人を育てる。 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

STEAM（Science, Technology, Engineering, Art and Mathematics）教育を基盤として、ワークプレース・ラーニング（Workplace Learning）の７項

目（①読解力・対話力、②協調性、③分析的思考、④ｾﾙﾌ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、⑤好奇心、⑥動機づけ、⑦ﾘｰﾀﾞｰ性・責任感）を各教科学習活動や生徒会活動・部活動、学

校行事を通してあらゆる角度から横断的に育成し、技術者としての優れた専門性と職業人としての社会的教養・態度を育成し、もってグローバルな世界で活躍

し、自らの人生を豊かにするとともに、Society5.0 を作り、支え、発展させて、持続可能な社会の実現に資する。 

【予想される社会の変化】 

人工知能(AI)の実用化による様々な分野での自動化や IoT の更なる拡大、ビッグ
データの活用、仮想実現(VR)の実用化・日常化など、社会の情報化はますます高
度化し、負の要素（セキュリティ面など）も含めより大きな社会変革をもたらす。 

【学校像/学校経営計画】 

『モノづくり』と『コトづくり』を通した『人づくり』を土台に、生

徒に『考える力』をつけて卒業させる学校を目指す。 


